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(57)【要約】
【課題】記録媒体の記憶容量の効率的な使用とユーザに
よる高画質化の要請を満足させることができる情報記録
再生装置を提供すること。
【解決手段】第１の情報フォーマット形式を有するコン
テンツ情報を外部から取得するハイビジョン放送受信部
１０１と、コンテンツ情報を第２の情報フォーマット形
式に変換するＳＤ信号生成部１１０と、ＨＤＤ１０の記
録可能容量およびコンテンツ情報の総情報容量に基づい
て、コンテンツ情報を第１の情報フォーマット形式とし
てＨＤＤ１０に記録する記録時間と、コンテンツ情報を
第２の情報フォーマット形式としてＨＤＤ１０に記録す
る記録時間とを演算する演算部１０９と、演算された記
録時間に基づいてＨＤＤ１０にそれぞれのフォーマット
形式でコンテンツ情報を記録するシステム制御部１１５
と、を備える構成を有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報フォーマット形式を有するコンテンツ情報を取得する情報取得手段と、
　前記情報取得手段によって取得された前記コンテンツ情報を、前記第１のフォーマット
形式とは異なる第２の情報フォーマット形式に変換する情報変換手段と、
　前記第１の情報フォーマット形式のコンテンツ情報と、前記第２の情報フォーマット形
式のコンテンツ情報とを記録可能な情報記録手段と、
　前記情報記録手段の記録可能容量を予め設定する第１の設定手段と、
　前記情報取得手段によって得られる前記コンテンツ情報の総情報容量を総情報容量デー
タとして取得する情報容量取得手段と、
　前記設定された記録可能容量および前記総情報容量データに基づいて、前記コンテンツ
情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する第１の記録時間と、
前記コンテンツ情報を前記第２の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する第２
の記録時間とを演算する演算手段と、
　前記情報取得手段によって得られた前記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマット
形式にて前記記録手段に前記第１の記録時間記録させ、前記第２の情報フォーマット形式
に変換された前記コンテンツ情報を前記記録手段に前記第２の記録時間記録させる制御手
段と、
　を備えることを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報記録装置において、
　前記第２の情報フォーマット形式に変換された情報の前記記録手段への単位記録時間あ
たりの記録情報量を、前記コンテンツ情報を記録手段に記録する前に予め設定する第２の
設定手段を更に備えることを特徴とする情報記録装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の情報記録装置において、
　前記第２の情報フォーマット形式に変換された前記コンテンツ情報の前記記録手段への
単位記録時間あたりの記録情報量が入力される入力手段をさらに備え、
　前記入力手段に入力された値に基いて、前記第２の設定手段が前記第２の情報フォーマ
ット形式に変換された情報の前記記録手段への単位記録時間あたりの記録情報量を設定す
ることを特徴とする情報記録装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか1項に記載の情報記録装置において、
　前記情報記録手段の未記録容量を検知する検知手段を更に備え、
　前記第１の設定手段は、前記検知手段によって検知された前記未記録容量を、前記記録
手段の記録可能容量として設定することを特徴とする情報記録装置。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれか1項に記載の情報記録装置において、
　ユーザの所望する前記情報記録手段の記録容量が設定される記録容量設定手段とを更に
備え、
　前記第１の設定手段は、記録容量設定手段によって設定された記録容量を、前記記録手
段の記録可能容量として設定することを特徴とする情報記録装置。
【請求項６】
　請求項２乃至５の何れか一項に記載の情報記録装置において、
　前記情報取得手段は、前記コンテンツ情報とともに、前記コンテンツ情報の付帯情報で
ある前記コンテンツ情報の転送速度を示す速度情報と当該コンテンツ情報の提供される時
間長を示す提供時間情報とを取得し、
　前記演算手段は、前記取得された速度情報および提供時間情報と、前記第２の情報フォ
ーマット形式の前記記録手段への単位記録時間あたりの記録情報量と、前記記録手段に情
報を記録することができる記録可能容量とに基づいて、前記コンテンツ情報を前記第１の
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情報記録フォーマット形式として前記記録手段へ記録する第１の記録時間と、前記第２の
情報フォーマット形式に変換された情報の前記記録手段へ記録する第２の記録時間とを演
算することを特徴とする情報記録装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか一項に記載の情報記録装置において、
　前記情報取得手段は、更に前記コンテンツ情報の属性を示す属性情報を取得し、
　前記制御手段は、前記取得された属性情報に基づいて、前記情報取得手段によって取得
されたコンテンツ情報の一部を前記第１の情報フォーマット形式として前記記録手段に記
録させ、前記取得された属性情報に基づいて、前記情報取得手段によって取得されたコン
テンツ情報のその他の部分を、前記第２の情報フォーマット形式として前記記録手段に記
録させることを特徴とする情報記録装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の情報記録装置において、
　前記第２の情報フォーマット形式は、第１の情報フォーマット形式と異なる複数の情報
フォーマット形式を有することを特徴とする情報記録装置。
【請求項９】
　第１の情報フォーマット形式を有するコンテンツ情報を取得する情報取得工程と、
　前記情報取得工程によって取得された前記コンテンツ情報を、前記第１の情報フォーマ
ット形式とは異なる第２の情報フォーマット形式に変換する情報変換工程と、
　前記情報記録手段の記録可能容量を予め設定する第１の設定工程と、
　前記情報取得工程によって得られる前記コンテンツ情報の総情報容量を総情報容量デー
タとして取得する情報容量取得工程と、
　前記設定された記録可能容量および前記総情報容量データに基づいて、前記コンテンツ
情報を前記第１の情報フォーマット形式にて情報記録手段に記録する第１の記録時間と、
前記コンテンツ情報を前記第２の情報フォーマット形式にて前記情報記録手段に記録する
第２の記録時間とを演算する演算工程と、
　前記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に前記第１の
記録時間記録させ、前記第２の情報フォーマット形式に変換された前記コンテンツ情報を
前記記録手段に前記第２の記録時間記録させる制御工程と、
　を備えることを特徴とする情報記録方法。
【請求項１０】
　コンピュータによってコンテンツ情報を情報記録手段に記録させる情報記録プログラム
であって、
　前記コンピュータを、第１の情報フォーマット形式を有する前記コンテンツ情報を取得
する情報取得手段と、
　前記情報取得手段によって取得された前記コンテンツ情報を、前記第１の情報フォーマ
ット形式とは異なる第２の情報フォーマット形式に変換する情報変換手段と、
　前記情報記録手段の記録可能容量を予め設定する第１の設定手段と、
　前記情報取得手段によって得られる前記コンテンツ情報の総情報容量を総情報容量デー
タとして取得する情報容量取得手段と、
　前記設定された記録可能容量および前記総情報容量データに基づいて、前記コンテンツ
情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する第１の記録時間と、
前記コンテンツ情報を前記第２の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する第２
の記録時間とを演算する演算手段と、
　前記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に前記第１の
記録時間記録させ、前記第２の情報フォーマット形式に変換された前記コンテンツ情報を
前記記録手段に前記第２の記録時間記録させる制御手段と、
　として機能させることを特徴とする情報記録プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、記録容量を考慮しつつ、高い画質の画像情報を記録する画像情報記録装置の
技術分野に属する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン放送などの映像コンテンツを記録する記録装置において、ハードデ
ィスク（以下、単にＨＤという。）、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）などの記録媒体
の普及に伴って、高画質化・大容量化の記録装置が一般化しつつある。
【０００３】
　従来、テレビジョン放送はＳＤ（Standard Definition）方式による放送が主流であり
、このような放送において、映像データを有するコンテンツ情報（以下、単に、コンテン
ツ情報という。）である画像情報を記録する画像情報記録装置は、当該画像情報を記録す
る前に、例えば、ＳＤ放送信号に対応するＭＰＥＧ（Moving　Picture　Expert　Group）
２方式を使用して記録する際の圧縮率を示す記録レートをユーザに選択させ、当該設定さ
れた記録レートに基づいてコンテンツ情報を記録するようになっている。
【０００４】
　具体的には、この画像情報記録装置は、記録容量は多く必要とするが高画質にて記録す
ることが可能な平均記録レート（以下、高記録レートという。）、記録容量は多くは必要
としないが低画質にて記録することになる平均記録レート（以下、低記録レートという。
）、などの複数の平均記録レートを段階的に切り換えて記録するようになっている（例え
ば、非特許文献１）。
【非特許文献１】パイオニア株式会社製　ＤＶＤレコーダ（ＤＶＲ－９９Ｈ）のカタログ
［online］、［平成１６年３月３１日検索］、インターネット＜http://www.pioneer.co.
jp/catalog/dvdr/dvr-99h.php＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、近年、テレビジョン放送において高画質を特徴としたＨＤ(High Defini
tion)方式による放送が増加してきている。これらのHD方式による画像データは、高画質
であるため記録情報量も膨大になり、ＤＶＤ等の記録媒体はＳＤ方式によって記録する場
合に比べ長時間の記録が望めない。
【０００６】
　一方、ＨＤ方式の高画質の画像データを長時間記録させるためには、ＨＤ方式における
平均記録レートを変換する方法も想定される。しかしながら、従来の画像情報記録装置で
は、ＳＤ方式の平均記録レートを変換するものであるため、当該ＨＤ方式の平均記録レー
トを変換する方法を実現するためには、専用のハードウェア（ＨＤ信号エンコーダ）が必
要となり、高コストで複雑な機器構成が必要となる。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記の問題点に鑑みて為されたもので、その課題の一例としては、
高画質画像データを記録する際の平均記録レートを変換するために従来のフォーマット形
式を用いることによって、高画質記録を行いつつ、長時間記録が可能となる画像情報記録
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、第１の情報フォーマット形式
を有するコンテンツ情報を取得する情報取得手段と、前記情報取得手段によって取得され
た前記コンテンツ情報を、前記第１のフォーマット形式とは異なる第２の情報フォーマッ
ト形式に変換する情報変換手段と、前記第１の情報フォーマット形式のコンテンツ情報と
、前記第２の情報フォーマット形式のコンテンツ情報とを記録可能な情報記録手段と、前
記情報記録手段の記録可能容量を予め設定する第１の設定手段と、前記情報取得手段によ
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って得られる前記コンテンツ情報の総情報容量を総情報容量データとして取得する情報容
量取得手段と、前記設定された記録可能容量および前記総情報容量データに基づいて、前
記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する第１の
記録時間と、前記コンテンツ情報を前記第２の情報フォーマット形式にて前記記録手段に
記録する第２の記録時間とを演算する演算手段と、前記情報取得手段によって得られた前
記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に前記第１の記録
時間記録させ、前記第２の情報フォーマット形式に変換された前記コンテンツ情報を前記
記録手段に前記第２の記録時間記録させる制御手段とを備えることを特徴とする。
【０００９】
　上記の課題を解決するために、請求項９に記載の発明は、第１の情報フォーマット形式
を有するコンテンツ情報を取得する情報取得工程と、前記情報取得工程によって取得され
た前記コンテンツ情報を、前記第１の情報フォーマット形式とは異なる第２の情報フォー
マット形式に変換する情報変換工程と、前記情報記録手段の記録可能容量を予め設定する
第１の設定工程と、前記情報取得工程によって得られる前記コンテンツ情報の総情報容量
を総情報容量データとして取得する情報容量取得工程と、前記設定された記録可能容量お
よび前記総情報容量データに基づいて、前記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマッ
ト形式にて情報記録手段に記録する第１の記録時間と、前記コンテンツ情報を前記第２の
情報フォーマット形式にて前記情報記録手段に記録する第２の記録時間とを演算する演算
工程と、前記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に前記
第１の記録時間記録させ、前記第２の情報フォーマット形式に変換された前記コンテンツ
情報を前記記録手段に前記第２の記録時間記録させる制御工程とを備えることを特徴とす
る。
【００１０】
　上記の課題を解決するために、請求項１０に記載の発明は、コンピュータによってコン
テンツ情報を情報記録手段に記録させる情報記録プログラムであって、前記コンピュータ
を、第１の情報フォーマット形式を有する前記コンテンツ情報を取得する情報取得手段と
、前記情報取得手段によって取得された前記コンテンツ情報を、前記第１の情報フォーマ
ット形式とは異なる第２の情報フォーマット形式に変換する情報変換手段と、前記情報記
録手段の記録可能容量を予め設定する第１の設定手段と、前記情報取得手段によって得ら
れる前記コンテンツ情報の総情報容量を総情報容量データとして取得する情報容量取得手
段と、前記設定された記録可能容量および前記総情報容量データに基づいて、前記コンテ
ンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する第１の記録時間
と、前記コンテンツ情報を前記第２の情報フォーマット形式にて前記記録手段に記録する
第２の記録時間とを演算する演算手段と、前記コンテンツ情報を前記第１の情報フォーマ
ット形式にて前記記録手段に前記第１の記録時間記録させ、前記第２の情報フォーマット
形式に変換された前記コンテンツ情報を前記記録手段に前記第２の記録時間記録させる制
御手段として機能させることを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本願の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００１２】
　なお、以下に説明する実施の形態は、音声データと映像データを含むコンテンツ情報の
記録および読み出しが為されるＨＤＤ（ハードディスクドライブ）を備えた情報記録再生
装置に対して、本願の画像情報記録装置を適用した場合の実施の形態である。また、以下
において記録レートとは、コンテンツ情報が記録される際に、入力された映像データにお
ける各単位画像情報当たりの記録すべき情報量を示す。
【００１３】
　さらに、本実施形態ではハイビジョン放送波のデータ形式であるフォーマット形式とし
て、ＭＰＥＧ２フォーマット形式のうち、ＭＰＥＧ２―ＭＰ＠ＨＬデータ形式のフォーマ
ット形式を用いて説明する。ただし、ＭＰ（Main Profile）とは、両方向予測を用いて符
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号化する標準的な符号化機能を示す。また、ＨＬ（High Level）とは、画質等パラメータ
であり、ＨＬとは横ピクセル数（１９２０ピクセル）×縦ピクセル数（１０８０ピクセル
）程度の画質を示す。一方、ＳＤ信号のデータ形式であるフォーマット形式は、ＭＰＥＧ
２フォーマット形式のうち、ＭＰＥＧ２―ＭＰ＠ＭＬデータ形式のフォーマット形式をも
ちいて説明する。ただし、ＭＬ（Main Level）とは、画質等パラメータをあらわすレベル
を示し、横ピクセル数（７２０ピクセル）×縦ピクセル数（４８０ピクセル）程度の画質
を示す。
【００１４】
　まず、図１および図２を用いて情報記録再生装置の全体構成および概要動作について説
明する。なお、図１は本願に係る情報記録再生装置の概要構成を示すブロック図であり、
図２は、本実施形態における記録レート情報の設定処理および記録処理の動作を示すフロ
ーチャートである。
【００１５】
　本実施形態の情報記録再生装置１００は、図１に示すように、アンテナＡＴを介して各
放送局から送信されたＢＳ(Broadcasting Satellite)／地上デジタル放送等のハイビジョ
ン放送波を受信するハイビジョン放送受信部１０１と、コンテンツ情報が記録されるＨＤ
Ｄ１０と、外部から入力されたハイビジョン画像を含むコンテンツ情報、またはハイビジ
ョン放送受信部１０１によって受信されたコンテンツ情報に対して所定の入力処理を行う
入力処理部１０３と、入力処理されたハイビジョン信号を含むコンテンツ情報から、ＳＤ
（Standard Definition）信号を生成するＳＤ信号生成部１１０と、 生成されたＳＤ信号
から予め設定された記録レートにて所定の圧縮データ形式にエンコードするSD信号エンコ
ーダ１０４と、所定の圧縮データ形式にエンコードされたコンテンツ情報またはハイビジ
ョン画像を含むコンテンツ情報のいずれかを選択して出力するマルチプレクサ１０５と、
ＤＶＤ２０を装着し当該ＤＶＤ２０に対してコンテンツ情報の書込みまたは読み出しを行
うＤＶＤドライブ１０２とを有している。
【００１６】
　また、この情報記録再生装置１００は、入力されたコンテンツ情報に含まれるコンテン
ツ管理情報から記録すべきコンテンツ情報の総時間の情報、コンテンツ情報の転送速度を
示す速度情報およびコンテンツ情報の総情報容量を抽出する情報抽出部１０７と、ＨＤＤ
１０に対してコンテンツ情報の記録可能な容量を検出する未記録容量検出部１０８と、ハ
イビジョン画像を含むコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録する記録時間と、ＳＤ信号から
所定の圧縮データ形式にエンコードされたコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録する記録時
間とを演算する演算部１０９と、ＳＤ信号から所定の圧縮データ形式にエンコードする記
録レートが入力され、ＨＤＤ１０におけるコンテンツ情報を記録するために使用される記
録容量を入力する際に用いる操作部１１１と、操作部１１１において記録レートがされる
際におよび記録容量が入力される際に用いられる表示部１１２と、を有している。
【００１７】
　さらに、この情報記録再生装置１００は、ＨＤＤ１０に記録されたコンテンツ情報を再
生する際に当該コンテンツ情報に対して出力処理を行う出力処理部１１３と、放送される
テレビジョン番組の録画予約を管理する番組予約管理部１１４と、各部を制御するととも
に、コンテンツ情報が記録される際の記録制御を行うシステム制御部１１５と、ＲＯＭ／
ＲＡＭ１１６と、を有している。
【００１８】
　なお、各部は、バス１１７により互いに接続されており、特に以下に記載した場合の他
は、各情報またはコンテンツ情報は、バス１１７を介して各部に入出力されるようになっ
ている。
【００１９】
　また、例えば、本実施形態のハイビジョン放送受信部１０１および入力処理部１０３は
、本発明の情報取得手段を構成し、ＨＤＤ１０は、本発明の情報記録手段を構成する。Ｓ
Ｄ信号エンコーダ１０４およびＳＤ信号生成部１１０は、本発明の情報変換手段を構成し
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、情報抽出部１０７は、本発明の情報抽出手段を構成する。また、例えば、本実施形態の
未記録容量検出部１０８は、本発明の検知手段を構成し、演算部１０９は、本発明の演算
手段を構成する。さらに、例えば、本実施形態の操作部１１１は、本発明の入力手段およ
び記録容量設定手段を構成し、システム制御部１１５は、本発明の制御手段、第１の設定
手段、および、第２の設定手段を構成する。なお本説明においては、ＨＤＤ１０を情報記
録手段として例示するが、これに限定されず記録容量を確保できればＤＶＤ２０に情報を
書き込むＤＶＤドライブや、Ｂｌｕ－ｒａｙドライブでも適用が可能である。
【００２０】
　ハイビジョン放送受信部１０１は、アンテナＡＴを介して各放送局から送信された放送
波、例えば、ハイビジョンデジタル放送などのハイビジョン放送のＲＦ信号を受信するよ
うになっており、ユーザの選択した受信帯域に同調して受信された信号波をＩＦ（中間周
波数）信号に変換するようになっている。そして、このハイビジョン放送受信部１０１は
、変換されたＩＦ信号をハイビジョン受像機用の映像信号および音声信号に復調し、当該
復調生成されたコンテンツ情報をＨＤストリームとしてマルチプレクサ１０５に出力する
ようになっている。
【００２１】
　また、ハイビジョン放送受信部１０１は、受信している放送波に放送時刻や放送時間な
どのコンテンツ情報を管理するためのコンテンツ管理情報が付帯されている場合には、当
該コンテンツ管理情報を信号波から検出して当該検出されたコンテンツ管理情報を情報抽
出部１０７に出力するようになっている。
【００２２】
　例えば、放送波がハイビジョンデジタル放送である場合に、ハイビジョン放送受信部１
０１は、メタデータと呼ばれる放送波におけるコンテンツ情報について所定の情報を記述
したデータを、当該コンテンツ情報とは別に受信するようになっており、このハイビジョ
ン放送受信部１０１は、受信されたメタデータをコンテンツ管理情報として情報抽出部１
０７に出力するようになっている。
【００２３】
　なお、ハイビジョン放送受信部１０１は、後述する番組予約管理部１１４において予約
されたコンテンツ情報を記録する際に、システム制御部１１５の制御に基づいてメタデー
タを受信するようになっており、当該受信されたメタデータを情報抽出部１０７に出力す
るようになっている。
【００２４】
　また、このメタデータには、当該コンテンツ情報の付帯情報としてのチャンネルの情報
、放送の開始時刻や終了時刻、当該コンテンツ情報の時間長を示す総時間、当該コンテン
ツ情報の転送速度を示す速度情報、当該コンテンツ情報の総情報容量、当該コンテンツ情
報のジャンル、題名、出演者などのコンテンツ情報に関する各種のデータ、コンテンツ情
報の再生時に挿入される広告情報の挿入時刻など当該広告情報に関する各種の属性情報デ
ータが含まれている。
【００２５】
　なおＤＶＤドライブ１０２は、ＤＶＤ２０を着脱可能に装着できる構造を有するととも
に、ＡＴＡＰＩ（AT Attachment Packet Interface）などの規格に準拠したＤＶＤ２０用
ドライブインターフェースを有している。また、このＤＶＤドライブ１０２は、システム
制御部１１５の制御の下、ＤＶＤ２０に記録するデータまたはＤＶＤ２０から読み出すデ
ータのデータに関する入出力の切り換え、および、それに伴うＤＶＤ２０の記録および再
生の制御を行うようになっている。
【００２６】
　ＨＤＤ１０は、ＳＤ信号エンコーダ１０４によって生成されたＳＤストリームを、バス
１１７を介して受信し、当該受信されたＳＤストリームを記録可能なようになっている。
【００２７】
　入力処理部１０３は、コンテンツ情報を外部から入力するための入力端子に接続される
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とともに、この入力処理部１０３には、当該入力端子を介して外部から入力されたコンテ
ンツ情報、ハイビジョン放送受信部１０１から出力されたコンテンツ情報が入力されるよ
うになっている。
【００２８】
　そしてこの入力処理部１０３は、コンテンツ情報が入力されると、コンテンツ情報とし
てのハイビジョン信号を、バス１１７を介してＨＤＤ１０に出力するようになっている。
【００２９】
　また、この入力処理部１０３は、コンテンツ情報としてのハイビジョン画像信号が入力
されると、当該ハイビジョン信号をデータバス１１７に出力するとともに、ＮＴＳＣ方式
やＰＡＬ方式の画像表示装置で表示するために、当該ハイビジョン画像信号をバス１１７
を介してＳＤ信号生成部１１０に出力するようになっている。
【００３０】
　また、この入力処理部１０３は、コンテンツ情報としてのハイビジョン画像信号が入力
されると、ハイビジョン画像表示装置で表示するために、当該ハイビジョン画像信号を出
力処理部１１３に出力するようになっている。
【００３１】
　さらに、この入力処理部１０３は、メタデータなどのコンテンツ情報を管理するための
コンテンツ管理情報が入力された場合には、当該コンテンツ管理情報を、バス１１７を介
して情報抽出部１０７に出力するようになっている。
【００３２】
　ＳＤ信号エンコーダ１０４には、ＳＤ信号生成部１１０から出力されたＳＤストリーム
としてのコンテンツ情報である映像データおよび音声データがそれぞれ入力される。この
ＳＤ信号エンコーダ１０４は、入力された映像データに対して、システム制御部１１５に
よって指示された記録レートに基づいてＭＰＥＧ２－ＭＰ＠ＭＬデータ形式としてエンコ
ードする。また、入力された音声データに対して、予め設定されたデータ形式によってエ
ンコードする。そして、このＳＤ信号エンコーダ１０４は、エンコードされた映像データ
および音声データのそれぞれをバス１１７を介してマルチプレクサ１０５に出力するよう
になっている。
【００３３】
　具体的には、ＳＤ信号エンコーダ１０４は、後述するように、設定された単位画像情報
当たりの記録すべき情報量である記録レートに基づいて、入力された映像データをエンコ
ードし、当該エンコードされたコンテンツ情報をマルチプレクサ１０５に出力するように
なっている。
【００３４】
　マルチプレクサ１０５には、バス１１７を介して、入力処理部１０３から出力されたハ
イビジョン信号の映像データおよび音声データ、またはＳＤ信号エンコーダ１０４でエン
コードされたＳＤ信号の映像データおよび音声データがそれぞれ入力されるようになって
おり、このマルチプレクサ１０５は、入力されるハイビジョン信号とＳＤ信号とのいずれ
かを選択し、選択した信号をＨＤＤ１０に出力するようになっている。
【００３５】
　情報抽出部１０７には、バス１１７を介してコンテンツ管理情報が入力されるようにな
っており、この情報抽出部１０７は、入力されたコンテンツ管理情報から記録すべきコン
テンツ情報のコンテンツ総時間情報等を抽出し、当該抽出されたコンテンツ総時間情報等
を演算部１０９に出力するようになっている。
【００３６】
　例えば、情報抽出部１０７は、ハイビジョンデジタル放送によって受信されたメタデー
タから当該コンテンツ情報の総時間、当該コンテンツ情報の転送速度を示す速度情報、当
該コンテンツ情報の総情報容量等の各種の情報を抽出するようになっている。
【００３７】
　未記録容量検出部１０８は、ＨＤＤ１０内の何れのデータも記録されていない記録領域
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（未記録領域）のデータ量を検出するようになっており、当該検知されたデータ量を未記
録容量情報として演算部１０９に出力するようになっている。
【００３８】
　演算部１０９は、ＨＤＤ１０にコンテンツ情報を記録する際に、ＭＰＥＧ２－ＭＰ＠Ｈ
Ｌデータ形式を有するコンテンツデータの記録時間と、ＭＰＥＧ２－ＭＰ＠ＭＬデータ形
式を有するコンテンツデータの記録時間と、を演算し、演算された記録時間を記録時間情
報としてシステム制御部１１５へ出力するようになっている。
【００３９】
　なお、上述のように、ＭＰＥＧ２－ＭＰ＠ＨＬデータ形式を有するコンテンツデータは
、ハイビジョン信号として提供されるものであり、ＭＰＥＧ２－ＭＰ＠ＭＬデータ形式を
有するコンテンツデータは、ＳＤ信号として提供されるものである。
【００４０】
　また、この演算部１０９には、ハイビジョン信号におけるコンテンツ情報の総時間情報
、当該コンテンツ情報の転送速度を示す速度情報、当該コンテンツ情報の総情報容量等の
各種の情報が、情報抽出部１０７から入力される。
【００４１】
　なお、ＳＤ信号における記録レート情報が、操作部１１１にユーザが記録レートを入力
することにより、システム制御部１１５を介して演算部１０９に入力される。
【００４２】
　また、情報記録再生装置１００が出荷される際にＳＤ信号における記録レートがＲＯＭ
／ＲＡＭ１１６に設定されている場合に、システム制御部１１５を介して、その記録レー
トが演算部１０９に入力される場合もある。
【００４３】
　さらに、未記録容量検出部１０８によって検出された、ＨＤＤ１０の未記録容量が、シ
ステム制御部１１５を介して演算部１０９に入力される。また、ＨＤＤ１０における記録
容量が、操作部１１１にユーザが任意の記録容量を入力することにより、システム制御部
１１５を介して演算部１０９に入力される場合もある。
【００４４】
　一方、演算部１０９は、前述したように演算部１０９に入力された当該コンテンツ情報
の総情報容量と、前述したように演算部１０９に入力されたＨＤＤ１０の記録容量とを比
較して、ハイビジョン信号として記録される映像データおよび音声データの記録時間と、
ＳＤ信号として記録される映像データおよび音声データの記録時間を演算するようになっ
ている。そして、この演算部１０９は、演算された記録時間を記録時間情報としてシステ
ム制御部１１５に出力するようになっている。
【００４５】
　すなわち、本実施形態の情報記録再生装置１００は、コンテンツ情報をＨＤＤ１０に記
録している最中に、当該コンテンツ情報を記録する際のフォーマット形式を変更するよう
になっており、演算部１０９は、コンテンツ情報の記録中にフォーマット形式が変更され
る各フォーマット形式の記録時間を演算する。
【００４６】
　なお、具体的な演算方法および判断手法の詳細については実施形態において詳述する。
【００４７】
　操作部１１１は、各種確認ボタン、選択ボタン及び数字キー等の多数のキーを含むリモ
ートコントロール装置または各種キーボタンにより構成されており、放送波によって提供
されるコンテンツ情報、例えば、番組の予約録画を行う際に、記録時刻の設定などの番組
予約の設定操作に用いられるようになっている。
【００４８】
　また、本実施形態では、操作部１１１は、表示部１１２に表示される情報に基づいて、
コンテンツ情報の記録レートを設定または変更する場合、およびＨＤＤ１０へコンテンツ
情報を記録する場合の記録容量設定の際にも用いられるようになっている。
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【００４９】
　なお、本実施形態では、ユーザは、記録容量として、ＨＤＤ１０の未記録領域の一部に
当たる値を設定することができる他、ＨＤＤ１０の記録済み領域を含む値を設定すること
も可能である。ユーザがＨＤＤ１０の記録済み領域を含む記録容量を設定した場合には、
ＨＤＤ１０は記録済み領域をオーバーライトするようになる。
【００５０】
　表示部１１２は、例えば、液晶表示素子またはＥＬ（Electric luminescence）素子等
によって構成され、システム制御部１１５の制御にしたがって、記録レート情報および記
録容量を設定または選択し直す旨の通知、選択すべき記録レート情報および記録容量情報
に関する通知、決定された記録レートおよび記録容量の各情報の表示、および、予約記録
に関する通知を行うようになっている。
【００５１】
　出力処理部１１３には、入力処理部１０３から出力されたハイビジョン信号、ＳＤ信号
エンコーダ１０４でエンコードされたＳＤ信号、またはＨＤＤ１０に記録されたコンテン
ツ情報の信号が入力される。この出力処理部１１３は、入力された各種信号を音声データ
と映像データに分離するとともに、これらの各データに対して所定のデコード処理、アナ
ログ化処理など所定の処理を行うことによって、コンテンツ情報における映像信号および
音声信号を生成する。その後、出力処理部１１３は、当該生成された映像信号および音声
信号を、出力端子を介してそれぞれ外部に出力するようになっている。
【００５２】
　なお、例えば、外部には、音声を拡声する機能を有するモニタ（図示せず）が接続され
るようになっており、出力処理部１１３から出力された映像信号または音声信号は、当該
モニタによって拡声され、および、表示させるようになっている。
【００５３】
　番組予約管理部１１４には、操作部１１１によって操作された番組の録画予約の情報（
以下、予約情報という。）が入力されるようになっており、この番組予約管理部１１４は
、当該入力された予約情報を内部に格納するようになっている。
【００５４】
　また、この番組予約管理部１１４は、タイマを有し、入力された予約情報および当該タ
イマに基づいてシステム制御部１１５を介してハイビジョン放送受信部１０１を制御し、
設定された時刻に設定されたチャンネルによるコンテンツ情報を設定された時刻までＨＤ
Ｄ１０に記録させるようになっている。
【００５５】
　なお、放送されるコンテンツ情報において、番組予約が為され、記録レート情報の設定
処理が為された場合には、番組予約管理部１１４は、決定記録レート情報を予約情報とと
もに内部に格納するようになっており、当該番組予約によるコンテンツ情報の記録を行う
際に、システム制御部１１５に出力するようになっている。
【００５６】
　システム制御部１１５は、ＨＤＤ１０にコンテンツ情報を記録するため、および、ＨＤ
Ｄ１０からコンテンツ情報を読み出すための全般的な機能を総括的に制御するようになっ
ている。
【００５７】
　特に、このシステム制御部１１５は、コンテンツ情報をハイビジョン信号としての映像
信号または音声信号として、またはＳＤ信号としての映像信号または音声信号として、そ
の記録する際のフォーマット形式を変更させつつ、ＨＤＤ１０に記録するための制御を行
う。
【００５８】
　例えば、このシステム制御部１１５は、コンテンツ情報をハイビジョン信号としての映
像信号または音声信号として、またはＳＤ信号としての映像信号または音声信号として、
ＨＤＤ１０に記録する際に、コンテンツ情報の記録レートを設定または変更、およびＨＤ
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Ｄ１０へコンテンツ情報を記録する場合の記録容量設定の際の各制御を行うようになって
いる。
【００５９】
　そして、このシステム制御部１１５は、コンテンツ情報をハイビジョン信号としてＨＤ
Ｄ１０に記録する第一の記録時間およびＳＤ信号としてＨＤＤ１０に記録する第二の記録
時間を演算部１０９に演算させる。その後、システム制御部１１５は、ハイビジョン信号
を、演算した第一の記録時間だけＨＤＤ１０に記録させ、ハイビジョン信号から変換した
ＳＤ信号を第二の記録時間だけＨＤＤ１０に記録させる。
【００６０】
　次に、図２を用いて本実施形態における記録処理の動作について説明する。
【００６１】
　なお、図２は、本実施形態における記録処理の動作を示すフローチャートである。
【００６２】
　また、コンテンツ情報および当該コンテンツ情報におけるメタデータを有するハイビジ
ョン放送波を受信してＨＤＤ１０に記録する場合を用いて説明する。
【００６３】
　まず、ユーザが操作部１１１によって、所定の日時に放送されるコンテンツ情報の予約
記録の設定を開始する旨が入力されると、システム制御部１１５は、番組予約管理部１１
４、表示部１１２および操作部１１１を用いて、ユーザに、放送日時および放送されるチ
ャンネルなどの各種の予約記録に必要な予約情報を設定させる（ステップＳ１）。
【００６４】
　次いで、システム制御部１１５は、操作部１１１を介してユーザにコンテンツ情報をＳ
Ｄ信号として記録する場合の記録レートであるビットレートS（ｂｐｓ：bits per second
）を設定させ、設定された記録レートを演算部１０９に出力させるとともに、ＲＯＭ／Ｒ
ＡＭ部１１６に出力させ、設定された記録レートをＲＯＭ／ＲＡＭ部１１６に記録する（
ステップＳ２）。
【００６５】
　次いで、システム制御部１１５は、予約情報に基づいてハイビジョン放送受信部１０１
に当該予約されたコンテンツ情報のメタデータを受信させるとともに、番組情報抽出部１
０７に受信されたメタデータからコンテンツ時間の総録画時間Ｒ（秒）情報およびコンテ
ンツ情報の記録レートであるＨＤストリームビットレートＨ（ｂｐｓ）の情報を抽出させ
、当該コンテンツ時間の総録画時間および当該記録レートを演算部１０９に出力させる（
ステップＳ３）。
【００６６】
　次いで、システム制御部１１５は、演算部１０９に、当該コンテンツ情報であるＨＤス
トリームの総記録容量Ｔ（バイト）を（式１）に基づいて計算させる（ステップＳ４）。
（数１）
　Ｔ＝（Ｈ×Ｒ）／８　・・・（式１）
　次いで、システム制御部１１５は、未記録容量検出部１０８に、ＨＤＤ１０の未記録容
量Ｚ（バイト）を検出させ、検出された未記録容量を未記録容量情報Ｚとして演算部１０
９に出力させる（ステップＳ５）。
【００６７】
　次いで、システム制御部１１５は、演算部１０９に、ＨＤフォーマット形式信号（スト
リーム）の総記録容量Ｔ（バイト）と、ＨＤＤ１０の未記録容量Ｚ（バイト）とを比較さ
せる。
【００６８】
　このとき、ＨＤストリームの総記録容量Ｔ（バイト）が、ＨＤＤ１０の未記録容量Ｚ（
バイト）よりも大きい場合（ステップＳ６：ＹＥＳ）には、ステップＳ７に進む。
【００６９】
　なお、この場合、録画対象番組をハイビジョン信号であるＨＤストリームとして全ての
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情報をＨＤＤ１０に記録することが可能となる。
【００７０】
　次いで、システム制御部１１５は、ステップＳ３において設定された録画対象番組を、
ハイビジョン信号であるＨＤストリームとして維持しつつ、録画対象番組が終了するまで
（Ｒ（秒））ＨＤＤ１０へ記録させて（ステップＳ７）本動作を終了する。
【００７１】
　一方、ＨＤストリームの総記録容量Ｔ（バイト）がＨＤＤ１０の未記録容量Ｚ（バイト
）よりも小さい場合（ステップＳ６：ＮＯ）には、ステップＳ８に進む。
【００７２】
　次いで、システム制御部１１５は、演算部１０９に、以下の（式２）を満たす値Ｍ（秒
）を演算させる（ステップＳ８）。
（数２）
　Ｚ＝（（Ｈ×Ｍ）／８）＋（Ｓ×（Ｒ－Ｍ）／８）・・・（式２）
ただし、値Ｍ（秒）は、システム制御部１１５がステップＳ３において設定された時間で
あり、具体的には録画対象番組をハイビジョン信号であるＨＤストリームとしてＨＤＤ１
０に記録させる時間をあらわす値である。
【００７３】
　次いで、演算部１０９が、演算された値Ｍが０または正の値であると判断した場合（ス
テップＳ９：ＹＥＳ）には、ステップＳ１０に進む。演算部１０９が演算された値Ｍが負
の値であると判断した（ステップＳ９：ＮＯ）場合には、ステップＳ１２に進む。
【００７４】
　なお、このステップＳ９は、録画対象番組をハイビジョン信号であるＨＤストリームと
して録画することができない場合の判断処理である。具体的には、このステップＳ９は、
ＨＤＤ１０の未記録容量（残容量）が小さすぎて、録画対象番組をハイビジョン信号であ
るＨＤストリームとして記録できないことを判断する処理である。
【００７５】
　次いで、システム制御部１１５は、録画対象番組を、ハイビジョン信号であるＨＤスト
リームとしてＨＤＤ１０にＭ（秒）だけ記録させる（ステップＳ１０）。
【００７６】
　次いで、システム制御部１１５は、ＳＤ信号エンコーダ１０４に録画対象番組をＨＤ信
号からＳＤ信号にダウンコンバートさせ、当該ＳＤ信号であるＳＤストリームをＨＤＤ１
０に出力させ、ＨＤＤ１０に当該ＳＤストリームを（Ｒ－Ｍ）（秒）記録させて（ステッ
プＳ１１）、録画を完了させる。
【００７７】
　なお、Ｓ９においてＭ＜０となった場合（録画対象番組をＨＤＤ１０に、ハイビジョン
信号であるＨＤストリームとして全て記録できない場合）には、ステップＳ１２において
、システム制御部１１５は、演算部１０９に、（式３）を満たす値ＳＳ（ｂｐｓ）を演算
させる（ステップＳ１２）。
（数３）
　Ｚ＝（ＳＳ×Ｒ）／８　・・・（式３）
　ただし、値ＳＳは、システム制御部１１５が、ＳＤ信号エンコーダ部１０４にＨＤ信号
からＳＤ信号にダウンコンバートさせる際に、ＳＤ信号エンコーダ部１０４に設定する単
位時間あたりの転送情報量である記録レート（ビットレート）である。また、録画対象番
組において、値ＳＳが大きいほど、録画対象番組の情報量が大きくなり、それだけ多くの
記録容量が必要とされ、値ＳＳが小さいほど、録画対象番組の情報量が小さくなり、それ
だけ記録容量が少なくてすむ。
【００７８】
　次いで、システム制御部１１５は、ＳＤ信号エンコーダ部１０４にステップＳ１２にお
いて計算されたビットレートＳＳ（ｂｐｓ）を設定する。また、システム制御部１１５は
、ＳＤ信号エンコーダ部１０４にハイビジョン放送受信部１０１において受信された録画
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対象番組を、ＨＤ信号からＳＤ信号にビットレートＳＳでダウンコンバートさせ、ＳＤス
トリームを生成させる（ステップＳ１３）。
【００７９】
　次いで、システム制御部１１５は、録画対象番組をＳＤストリームとして録画対象番組
が終了するまで（Ｒ（秒））記録させて（ステップＳ１４）本動作を終了する。
【００８０】
　以上のように本実施形態のコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録させる情報記録装置１０
０によれば、第１の情報フォーマット形式を有する前記コンテンツ情報を外部から取得し
、ハイビジョン放送受信部１０１によって取得された前記コンテンツ情報をＨＤＤ１０に
記録するための第２の情報フォーマット形式に変換するＳＤ信号生成部１０３およびＳＤ
信号エンコーダ１０４と、ＨＤＤ１０の記録可能容量を予め設定するシステム制御部１１
５と、ハイビジョン放送受信部１０１および入力処理部１０３によって得られる前記コン
テンツ情報の総情報容量を総情報容量データとして取得する情報抽出部１０７と、前記設
定された記録可能容量および前記総情報容量データに基づいて、前記コンテンツ情報を前
記第１の情報フォーマット形式にてＨＤＤ１０に記録する第１の記録時間と、前記コンテ
ンツ情報を前記第２の情報フォーマット形式にてＨＤＤ１０に記録する第２の記録時間と
を演算する演算部１０９と、ハイビジョン放送受信部１０１によって得られた前記コンテ
ンツ情報を前記第１の情報フォーマット形式にてＨＤＤ１０に前記第１の記録時間記録さ
せ、前記第２の情報フォーマット形式に変換された情報をＨＤＤ１０に前記第２の記録時
間記録させる制御するシステム制御部１１５と、を備える構成を有している。
【００８１】
　この構成により、ハイビジョン地上デジタルチューナー等の情報取得手段によって得ら
れる第１の情報フォーマット形式としての高画質の画像データを、その画質によってＨＤ
Ｄ等の情報記録手段に記録することができるとともに、その画像データの一部を、ハイビ
ジョン画像よりも長時間記録可能である画像のＭＰＥＧ２－ＭＰ＠ＭＬ信号等の第２の情
報フォーマット形式としてＨＤＤ等の情報記録手段に記録することができる。
【００８２】
　したがって、外部から取得された高画質番組データを、一部は高画質を維持しつつＨＤ
Ｄ等の記録媒体に記録し、その他の部分を長時間記録できる画像で記録することによって
、ユーザによる高画質化の要請を満たしつつ、一定領域内に記録することができるように
なる。
【００８３】
　また、本実施形態のコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録させる情報記録装置１００によ
れば、外部から取得されたコンテンツ情報およびメタデータであるコンテンツ情報の転送
速度を示す速度情報と記録時間とを活用しているので、データについての画質やビットレ
ート解析用の専用のハードウェアや高度の解析が不必要になり、簡易な構成で安価な高画
質情報記録装置が得られる。また、外部から得られるハイビジョン信号等の高画質ストリ
ーム情報を維持しつつ記録するので、高画質ストリーム情報の内容を解析し、リエンコー
ドするハードウェアが必要ないので、さらに安価な高画質情報記録装置が得られる。
【００８４】
　また、本実施形態のコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録させる情報記録装置１００によ
れば、情報抽出部１０７は、更にメタデータからコンテンツ情報のコマーシャル情報など
のコンテンツの属性を示す属性情報を取得し、システム制御部１１５は、前記属性情報に
基づいて、ハイビジョン放送受信部１０１によって取得された情報の一部を前記第１の情
報フォーマット形式としてＨＤＤ１０に記録させ、前記属性情報に基づいて、前記情報取
得手段によって取得された情報のその他の部分を、前記第２の情報フォーマット形式とし
てＨＤＤ１０に記録する構成を有している。
【００８５】
　したがって、外部から取得されたメタデータを活用しているので、これから記録しよう
とする部分がコマーシャル部分や案組内容に直接関係のない情報である場合には、高画質
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での記録は必要ないものとみなして、第２の情報記録フォーマット形式にて自動的に記録
することが可能となる。
【００８６】
　また、本実施形態のコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録させる情報記録装置１００によ
れば、第２の情報フォーマットは、第１の情報フォーマット形式と異なる複数のフォーマ
ット形式を有することを特徴とする。
【００８７】
　したがって、画質のことなる複数のフォーマット形式を利用することによって、ユーザ
による高画質化の要請を満たしつつ、ハイビジョン画像等の高画質画像とその他の画質の
異なるフォーマット形式を有する画像とが混在した番組データ記録を自動的に行うことが
可能になる。
【００８８】
　なお、本実施形態では、受信されたコンテンツ情報を、受信された順番にＨＤストリー
ムとして記録媒体に記録されているが、本願はこれの限定されるわけではなく、メタデー
タから抽出された情報に基いて、ＨＤストリームとして記録媒体に記録するかＳＤストリ
ームとして記録媒体に記録するかをシステム制御部が判断することも可能である。
【００８９】
　具体的には、コンテンツ情報にコマーシャル部分があれば、その部分はＳＤストリーム
記録とし、コンテンツ情報が音楽番組であれば、お気に入りの歌手が歌っている場面をＨ
Ｄストリームとして記録媒体に記録することができる。
【００９０】
　また、本実施形態では、ＨＤＤ１０等の記録再生装置とハイビジョン放送受信部１０１
を一体として有している形態について説明したが、この形態に限られるわけではなく、ハ
イビジョン放送受信部１０１とＨＤＤ１０等の記録再生装置とが分離した装置でも、同じ
動作を行うことができる。
【００９１】
　具体的には、ハイビジョン放送受信部１０１を備えたＨＤチューナ装置とＨＤＤ１０等
の記録再生装置とをＩＥＥＥ１３９４等のバスで接続することによって本実施形態と同じ
動作を行うことができる。
【００９２】
　また、本実施形態では、メタデータに基づいてコンテンツ総時間情報を抽出するように
なっているが、番組予約管理部１１４に入力された予約情報に基づいてコンテンツ情報が
記録されるコンテンツ総時間を算出し、当該算出されたコンテンツ情報総時間情報を演算
部１０９に出力するようにしてもよい。
【００９３】
　また、本実施形態では、ハイビジョン放送受信部１０１において受信した放送波におけ
るコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録するようになっているが、ＤＶＤ２０などにコンテ
ンツ情報を記録するようにしてもよい。また、ＨＤＤ１０に予め記録されているコンテン
ツ情報をＤＶＤ２０に記録するようにしてもよい。さらに、ＤＶＤ２０に記録されたコン
テンツ情報をＨＤＤ１０に記録してもよい。
【００９４】
　この場合に、コンテンツ総時間情報は、ＤＶＤ２０またはＨＤＤ１０にコンテンツ情報
とともに記録されているメタデータまたはＤＶＤ２０の管理領域に記録されている管理情
報に基づいて情報抽出部１０７においてコンテンツ総時間情報を抽出するようにしてもよ
い。
【００９５】
　また、本実施形態では、当該コンテンツ情報とともに放送波によって提供されるメタデ
ータを受信して当該コンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録する際の記録レートを設定するよ
うになっているが、コンテンツ情報を放送波によって受信するとともに、インターネット
など有線または無線の通信回線により提供される当該コンテンツ情報のメタデータを受信
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することによって、当該コンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録する際の記録レートを設定し
てもよい。
【００９６】
　また、本実施形態では、放送波によって提供されるコンテンツ情報をＨＤＤ１０に記録
するようになっているが、インターネットなど有線または無線の通信回線により提供され
るコンテンツ情報を記録するようにしてもよい。
【００９７】
　また、本実施形態では、記録処理の動作を、システム制御部１１５によって実行するよ
うになっているが、記録処理の動作を規定するプログラムが記録された記録媒体と、それ
を読み取るコンピュータと、を備え、このコンピュータで当該プログラムを読み込むこと
によって上述と同様の記録処理の動作を行うようにしてもよい。
【００９８】
　なお、ＭＰＥＧ２－ＭＰ＠ＭＬ信号等の第２の情報フォーマット形式信号はＭＰＥＧに
限定されるわけではなく、複数の異なるフォーマット形式であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９９】
【図１】本願に係る一実施形態に情報記録再生装置の概要構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態における記録時間の設定処理および記録処理の動作の一例を示すフロ
ーチャートである。
【符号の説明】
【０１００】
　１００　…　情報記録再生装置
　１０１　…　ハイビジョン放送受信部
　１０２　…　ＤＶＤドライブ
　１０３　…　入力処理部
　１０４　…　ＳＤ信号エンコーダ
　１０７　…　情報抽出部
　１０８　…　未記録容量検出部
　１０９　…　演算部
　１１０　…　ＳＤ信号生成部
　１１１　…　操作部　
　１１５　…　システム制御部
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